




 

研究の目的 

 昭和40年を中心に全国的な風疹の大流行があり,その後約9年間,ほとんど風

疹の発生がみられず,小児や成人の風疹 HI 抗体の測定の結果などから,風疹の

大流行が予測されていた。 

 この間,本邦でも弱毒風疹生ワクチンの開発研究などがすすめられていた。 

 たまたま,岩手県においても,昭和 51 年当初より,風疹の大流行がはじまり,

昭和 52 年初夏の頃までこの流行がつづいた。 


